
本
連
載
も
今
回
で
最
終
回
を
迎
え
た
。
ち
ょ
う
ど
昨

年
末
（
二

0
一
四
年
十
二
月
二
二
日
）
に
、
本
連
載
の

テ
ー
マ
に
も
関
連
の
深
い
中
央
教
育
審
議
会
答
申
「
新

し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
高
大
接
続
の
実
現
に
向
け
た

高
等
学
校
教
育
、
大
学
教
育
、
大
学
入
学
者
選
抜
の
一

体
的
改
革
に
つ
い
て
」
（
以
下
、
「
高
大
接
続
答
申
」
）

が
出
さ
れ
、
そ
の
前
月
に
は
、
次
期
学
習
指
導
要
領
が

諮
問
さ
れ
た
。
資
質
・
能
力
の
育
成
に
向
け
た
教
育
政

策
・
教
育
課
程
が
ま
さ
に
具
体
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

本
稿
で
は
、
高
大
接
続
答
申
の
検
討
を
中
心
に
、
お

も
に
初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
を
つ
な
ぐ
と
い
う
観

点
か
ら
、
資
質
・
能
力
の
育
成
と
評
価
に
つ
い
て
、
そ

の
現
状
と
課
題
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
の
分
離

明
治
期
か
ら
一
九
七

0
年
代
ご
ろ
ま
で
、
大
学
は

「
学
問
ノ
場
所
」
、
中
学
校
・
小
学
校
は
「
教
育
ノ
場

所
」
と
い
う
、
初
代
文
部
大
臣
森
有
礼
以
来
の
「
学

問
」
と
「
教
育
」
を
区
別
す
る
考
え
方
が
、
教
育
の
世

8 
第12回

今
回
の
答
申
は
、
一
九
九
九
年
十
二

JJ
に
出
さ
れ
た

中
教
審
答
申
「
初
等
中
等
教
育
と
翡
等
教
宥
と
の
接
続

の
改
善
に
つ
い
て
」
を
引
き
継
ぐ
も
の
で
あ
り
、
内
容

高
大
接
続
答
申
の
イ
ン
バ
ク
ト

資
質
。
能
力
の
育
成
と
評
価

ー
初
等
中
等
敦
育
と
高
等
教
育
を
ど
う
つ
な
ぐ
か
ー

界
で
は
支
配
的
で
あ
っ
た
。
大
学
進
学
率
の
上
昇
に
よ

り
「
大
学
の
学
校
化
」
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

が
、
依
然
と
し
て
、
初
等
中
等
教
育
に
は
学
習
指
導
要

領
や
指
導
要
録
が
あ
る
の
に
対
し
、
高
等
教
育
は
、

（
大
学
評
価
や
大
学
設
罰
基
準
な
ど
に
縛
ら
れ
る
と
は

い
え
）
初
等
中
岬
教
育
よ
り
は
は
る
か
に
教
育
諜
程
編

成
の
自
由
度
が
高
い
。
こ
う
し
た
迩
い
を
反
映
し
て
、

資
質
・
能
力
に
つ
い
て
も
、
従
来
は
、
基
本
的
に
別
々

に
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
（
表
1
参
照
）
。

い
う
ま
で
も
な
く
、
初
等
中
等
教
育
と
高
等
教
育
を

隔
て
る
壁
は
大
学
入
試
で
あ
る
。
か
つ
て
ほ
ど
で
は
な

く
な
っ
た
と
は
い
え
、
現
在
で
も
、
大
学
入
試
が
高
校

教
育
に
及
ぽ
す
影
響
は
大
き
い
（
本
連
載
第
10
回
、
山

村
論
文
参
照
）
。

京都大学教授

まつした かよ

松下佳代

的
に
は
似
通
っ
た
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
が
、
改
革
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
明
示
さ
れ
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
と
し
て

の
性
格
を
も
っ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
「
高
等
学
校
基

礎
学
カ
テ
ス
ト
」
「
大
学
入
学
希
望
者
学
力
評
価
テ
ス

ト
」
「
各
大
学
に
お
け
る
個
別
選
抜
」
と
い
う
三
種
の

評
価
の
具
体
的
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
導
入
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

を
示
し
た
こ
と
に
よ
り
、
高
校
教
育
と
大
学
教
育
に
対

し
て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
の
は
確
実
で
あ
る
（
次
ペ

ー
ジ
表
2
参
照
）
。

だ
が
、
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
本
連
載
の
テ
ー
マ
で
あ

る
資
質
・
能
力
の
中
身
や
そ
の
育
成
・
評
価
の
方
法
と

い
う
点
か
ら
見
て
も
、
こ
の
答
申
は
、
い
ち
だ
ん
と
改

表1 わが国の教育に影響を与えてきた能力概念

［初等中等教育】

生きるカ 文部科学省 1996年
リテラシー OECD-PISA 20()11J'.-
学力の三要素 学校教育法 2007年
21111: 紀型能力 国：if. 教宥政策研究所 2013年

就職基礎能力 厚生労働省 2004年
社会人基礎力 経済産業省 2006年
学士力 文部科学省（学士課程答申） 2008年
ジェネリックスキル OECD-AHELO 2012年

キー・コンピテンシー OECD-DeSeCo 2003年
人間力 内閣府（経済財政諮問会議） 2003年
基礎的・汎用的能力 文部科学省（キャリア教育答申） 2011年

（注）年は、報告書や答申等の出版年。
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革
の
歩
を
進
め
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

①
資
質
・
能
力
の
中
身

九
九
年
の
答
申
で
は
、
初
等
中
等
教
育
段
階
で
「
自

ら
学
び
、
自
ら
考
え
る
力
」
、
高
等
教
育
段
階
で
「
課

題
探
求
能
力
」
の
育
成
を
図
る
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ

に
対
し
、
今
回
の
答
申
で
は
、
「
生
き
る
力
」
、
と
り
わ

け
「
学
力
の
三
要
素
」
に
よ
っ
て
、
初
等
中
等
教
育
と

高
等
教
育
に
縦
串
が
通
さ
れ
て
い
る
。

周
知
の
よ
う
に
、
「
生
き
る
力
」
は
、
「
豊
か
な
人
間

性
」
「
健
康
・
体
力
」
「
確
か
な
学
力
」
を
総
合
し
た
カ

と
さ
れ
、
「
学
力
の
三
要
素
」
と
は
こ
の
う
ち
の
「
確

か
な
学
力
」
の
構
成
要
素
と
し
て
、
二

0
0
七
年
の
学

校
教
育
法
に
お
い
て
定
式
化
さ
れ
た
「
基
礎
的
な
知
識

及
び
技
能
」
「
こ
れ
ら
を
活
用
し
て
課
題
を
解
決
す
る

た
め
に
必
要
な
思
考
カ
・
判
断
カ
・
表
現
力
等
の
能

カ
」
「
主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度
」
の
三
つ
を

さ
す
。
だ
が
、
「
生
き
る
力
」
は
、
明
治
期
以
来
、
初

等
中
等
教
育
の
理
念
と
さ
れ
て
き
た
知
育
・
徳
育
・
体

育
を
現
代
の
資
質
・
能
力
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
「
学
力
の
三
要
素
」
も
学
校
教
育
法
で
は

小
学
校
か
ら
高
校
ま
で
の
教
育
目
的
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
れ
に
対
し
、
今
回
の
答
申
で
は
、
「
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
段
階
に
お
い
て
『
生
き
る
力
』
『
確
か
な
学
力
』

を
確
実
に
育
み
、
初
等
中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で

一
貫
し
た
形
で
、
一
人
ひ
と
り
に
育
ま
れ
た
力
を
更
に

発
展
・
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
」
（
傍
線
は

編
集
部
）
と
、
「
生
き
る
力
」
「
学
力
の
三
要
素
」
の
範

囲
が
高
等
教
育
ま
で
拡
張
さ
れ
た
う
え
で
、
そ
の
一
貰

性
が
強
調
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
資
質
・
能
力

表2

に
お
け
る
「
大
学
の
学
校
化
」
と
い
え
よ
う
。

②
育
成
の
方
法

初
等
中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
を
一
貰
さ
せ
よ

う
と
す
る
意
図
は
、
資
質
・
能
力
の
育
成
や
評
価
の
方

法
に
も
見
ら
れ
る
。

大
学
教
育
で
は
、
二

0
―
二
年
八
月
の
中
教
審
答
申

「
新
た
な
未
来
を
築
く
た
め
の
大
学
教
育
の
質
的
転
換

に
向
け
て
」
に
お
い
て
、
「
認
知
的
、
倫
理
的
、
社
会

的
能
力
、
教
養
、
知
識
、
経
験
を
含
め
た
汎
用
的
能
力

の
育
成
」
を
図
る
た
め
に
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン

グ
」
の
普
及
が
提
唱
さ
れ
、
い
わ
ば
公
定
の
教
育
方
法

の
性
格
を
帯
び
る
に
い
た
っ
た
。
今
回
の
答

申
で
は
、
こ
の
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ

が
、
大
学
教
育
の
み
な
ら
ず
高
校
教
育
に
対

し
て
も
強
く
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
い
う
と
、
大
学
教
育
か
ら
高

校
教
育
へ
と
波
及
し
た
か
の
よ
う
に
見
え
る

が
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
の
よ
う
な

双
方
向
的
な
活
動
重
視
の
授
業
は
、
す
で
に

小
学
校
で
は
長
ら
く
実
践
さ
れ
て
き
た
こ
と

を
考
え
れ
ば
、
こ
れ
も
、
む
し
ろ
「
学
校
化
」

を
初
等
中
等
教
育
か
ら
高
等
教
育
ま
で
押
し

広
げ
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。

③
評
価
の
方
法

前
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
今
回
の
答
申
の

最
大
の
特
徴
は
、
入
試
改
革
の
具
体
的
提
言

に
あ
る
。
提
言
の
内
容
は
、
年
複
数
回
実

施
、
長
時
間
の
記
述
式
間
題
、
多
面
的
な
選

高大接続に関わる3種類の評価方法

悩等学校 大学入学希咆者 各大学における

枯礎学カテスト 学1J評価テスト 個別選抜

目的 高校教育の質保証 大学入学者選抜

希望参加型
大学入学希望者 I 

（高校2・3年）

内容 教科型
合教科・科目型、

総合型

学力の
主に「知識•技能」

主に「思考カ・ 主に「主体性・

三要素 判断カ・表現力」 多様性協働性」

回数 年複数回 年複数回

小論文、プレゼンテ

実施方法
CBT(主に多肢選 CBT ーション、集団討論、

択方式） （主に記述式） 面接、推薦書、調査

書資格試験等

結果表示 段階別表示 段階別表示

評価の
学カテスト

パフォーマンス パフォーマンス評価、

タイプ 評価（筆記のみ） ポートフォリオ評価

（注）高大接続答申をふまえて筆者作成。

抜
な
ど
、
イ
ギ
リ
ス
・
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
大
陸
・
ア
メ
リ
カ

の
中
等
教
育
修
了
資
格
試
験
、
大
学
入
学
資
格
検
定
試

験
、
大
学
入
学
者
選
抜
な
ど
を
ミ
ッ
ク
ス
し
、
学
力
の

三
要
素
な
ど
わ
が
国
独
自
の
概
念
に
よ
っ
て
構
造
化
し

た
も
の
に
な
っ
て
い
る
（
表
2
参
照
）
。

資
質
・
能
力
の
育
成
や
評
価
の
方
法
と
し
て
の
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
本
連
載
で

も
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
（
第
4
回
・
第
9
回
、
西
岡
論

文
参
照
）
、
今
回
の
答
申
で
注
日
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ

が
各
学
校
段
階
で
の
実
施
に
と
ど
ま
ら
ず
、
大
学
入
学

者
選
抜
に
も
適
用
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。

C
B
T
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(
C
o
m
p
u
t
e
r
 B
a
s
e
d
 Testing)
を
用
い
た
筆
記
課
題

に
よ
る
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
は
、
す
で
に
O
E
C
D

の
P

I

S

A
や

A
H
E
L
o
(
A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
of 

H
i
g
h
e
r
 E
d
u
c
a
t
i
o
n
 L
e
a
r
n
i
n
g
 O
u
t
c
o
m
e
s
)
、
A

H

E
L
O
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
ス
キ
ル
評
価
に
採
用
さ
れ
た

ア

メ

リ

カ

の

C
L
A
(
C
o
l
l
e
g
i
a
t
e
L
e
a
r
n
i
n
g
 

A
s
s
e
s
s
m
e
n
t
)

な
ど
で
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

数
万
人
＼
数
十
万
人
を
対
象
に
、
わ
が
国
の
入
試
選
抜

に
お
い
て
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
解
決
す
べ
き
問

題
が
数
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
「
妥
当
性
・

公
正
性
と
信
頼
性
・
実
行
可
能
性
の
両
立
」
と
い
う
問

題
に
つ
い
て
論
じ
て
お
こ
う
。

一
般
に
、
評
価
は
、
妥
当
性
（
評
価
し
よ
う
と
し
た

能
力
や
知
識
な
ど
を
実
際
に
評
価
で
き
て
い
る
か
）
、

信
頼
性
（
正
確
に
安
定
し
て
評
価
し
て
い
る
か
）
、
公

正
性
（
偏
り
な
く
平
等
に
評
価
し
て
い
る
か
）
、
実
行

可
能
性
（
入
手
可
能
な
資
源
と
時
間
の
限
度
内
で
評
価

で
き
る
か
）
と
い
っ
た
要
件
を
満
た
さ
ね
ば
な
ら
な

、。
L
v
 
今
回
の
答
申
で
は
、
画
一
化
さ
れ
た
条
件
下
で
テ
ス

ト
成
績
を
一
点
刻
み
で
競
わ
せ
る
、
従
来
の
「
客
観
性
」

「
公
平
性
」
に
縛
ら
れ
た
選
抜
方
法
を
転
換
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
対
象
者
の
も
つ
「
高
等
学
校
教
育
で
培
っ
て
き

た
力
や
、
こ
れ
か
ら
の
大
学
教
育
で
学
ぶ
た
め
に
必
要

な
力
」
を
多
様
な
方
法
で
評
価
し
選
抜
す
る
と
い
う
、

評
価
の
「
妥
当
性
」
「
公
正
性
」
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
大
学
に
お
け
る
レ
ポ
ー
ト
評
価
に
つ
い
て
の

筆
者
の
経
験
や
研
究
に
基
づ
い
て
い
え
ば
、
こ
う
し
た

妥
当
性
・
公
正
性
と
侶
頼
性
・
実
行
可
能
性
を
両
立
さ

 
最
後
に
、
資
質
・
能
力
の
中
身
と
育
成
・
評
価
全
体

に
関
わ
る
論
点
を
―
つ
あ
げ
て
お
き
た
い
。

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
今
回
の
答
申
で

は
、
「
生
き
る
力
」
、
と
り
わ
け
「
確
か
な
学
力
」
と
そ

れ
を
構
成
す
る
「
学
力
の
三
要
素
」
に
よ
っ
て
、
初
等

中
等
教
育
と
高
等
教
育
を
一
貫
さ
せ
る
と
い
う
意
図
が

強
く
見
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
こ
で
は
、
〈
こ
れ
か
ら

の
時
代
に
社
会
で
生
き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
「
主
体

．
．
．
．
．
．
．
 

性
・
多
様
性
・
協
働
性
」
の
涵
投
、
そ
の
悲
盤
と
な
る

「
思
考
カ
・
判
断
カ
・
表
現
力
」
の
育
成
、
そ
の
基
礎

．．． 

と
な
る
「
知
識
・
技
能
」
の
習
得
〉
と
い
っ
た
フ
レ
ー

ズ
か
ら
も
う
か
が
わ
れ
る
よ
う
に
、
〈
知
識
・
技
能
ー
◆

思
考
カ
・
判
断
カ
・
表
現
カ
ー
主
休
性
・
多
様
性
・

協
働
性
〉
と
い
う
一
元
的
な
階
附
構
造
が
前
提
と
さ
れ

て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
表
2
に
示
し
た
三
種
類
の
評

「
資
質
・
能
力
」

知
識
の
意
味

の
時
代
に
お
け
る

せ
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。
し
か
も
、
今
回
は
、
入

学
者
選
抜
に
関
わ
る
ハ
イ
ス
テ
イ
ク
ス
な
評
価
で
あ
る
。

信
頼
性
の
要
求
は
い
っ
そ
う
高
ま
り
、
う
ま
く
資
源
配

分
を
行
わ
な
け
れ
ば
、
現
場
の
教
員
を
い
た
ず
ら
に
疲

弊
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
。

ア
メ
リ
カ
の
高
大
接
続
の
仕
組
み
の
―
つ
で
、
論
述

式
問
題
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
い
A

P

（
ア
ド
バ
ン
ス
ト
・

プ
レ
イ
ス
メ
ン
ト
）
で
は
、
テ
ス
ト
の
開
発
・
採
点
等
で

高
校
教
員
と
大
学
教
員
が
協
働
し
た
り
、

E
T
S
な
ど

の
民
間
の
研
究
機
関
を
活
用
し
た
り
し
て
い
る
。
こ
う

し
た
経
験
に
は
日
本
も
学
ぶ
と
こ
ろ
が
少
な
く
な
い
。

 価方
法
の
関
係
か
ら
も
読
み
取
れ
よ
う
。

だ
が
、
こ
の
よ
う
な
と
ら
え
方
は
、
「
ニ
―
世
紀
を

よ
り
よ
く
生
き
る
」
ー
|
充
実
し
た
人
生
を
送
り
、
社

会
の
変
化
に
適
応
す
る
だ
け
で
な
く
批
判
的
に
創
り
変

え
て
い
け
る
|
—
た
め
の
資
質
・
能
力
の
と
ら
え
方
と

し
て
、
適
切
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。

「
脱
成
長
」
を
求
め
ら
れ
る
ポ
ス
ト
近
代
社
会
、
日
本

が
他
の
国
々
に
先
駆
け
て
突
入
し
た
少
子
高
齢
化
社

会
・
人
口
減
少
社
会
、
科
学
や
技
術
の
進
歩
が
生
み
出

し
た
リ
ス
ク
（
原
発
、
地
球
温
暖
化
な
ど
）
へ
の
対
処

が
迫
ら
れ
る
リ
ス
ク
社
会

l

こ
う
し
た
社
会
を
、
そ

の
社
会
の
形
成
者
と
し
て
生
き
て
い
く
に
は
、
広
が
り

と
深
さ
を
も
っ
た
「
知
識
」
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の

知
識
に
は
、

C
B
T
の
多
肢
選
択
方
式
で
測
定
で
き
る

「
事
実
的
知
識
」
だ
け
で
は
な
く
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

評
価
で
な
け
れ
ば
評
価
し
に
く
い
「
概
念
的
知
識
」
や

「
原
理
と
一
般
化
」
な
ど
が
含
ま
れ
る
（
本
連
載
第
3

回
、
石
井
論
文
参
照
）
。
こ
れ
ら
の
知
識
は
、
一
教
科

に
と
ど
ま
ら
ず
、
教
科
の
枠
を
こ
え
て
適
用
し
う
る
も

の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、
合
教
科
・
科
目
型
、
総
合

型
の
評
価
で
も
必
要
に
な
る
。
「
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
」
も
、
学
習
へ
の
主
体
的
・
能
動
的
な
参
加
に

と
ど
ま
ら
ず
、
深
い
理
解
と
知
識
の
再
構
成
を
伴
っ
た

ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
、
す
な
わ
ち
「
デ
ィ
ー
プ
・

ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ
ン
グ
」
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
だ
ろ
う
（
松
下
他
編
『
デ
ィ
ー
プ
・
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ

ー
ニ
ン
グ
』
勁
草
書
房
、
二

0
一
五
年
）
。

「
資
質
・
能
力
」
の
時
代
は
、
あ
ら
た
め
て
知
識
の
意

味
が
問
わ
れ
る
時
代
で
も
あ
る
の
で
あ
る
。
（
完
）
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